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中国移動が生みの親 
中国には通信事業者が 3 社あり、第 3

世代の携帯電話では、中国移動が

TD-SCDMA、中国聯通が W-CDMA、中

国電信が CDMA2000 と、それぞれ政府

が割り当てた規格を採用していた。この

うち、W-CDMA と CDMA2000 は世界中

で広く使われていたが、TD-SCDMA は中

国独自の規格で、他の国では全く使われ

ておらず、使用できる端末も限られてい

た。 

そのため、2009 年に第 3 世代のサービ

スが始まると、中国移動は他の 2 社にシ

ェアを奪われていった。同社はその対策

として、中国独自の第 4 世代の規格であ

る TD-LTE への切り替えを急いだ。第 4
世代には 3 社とも同じ規格になり、平等

になると期待したのだと思われる。2010
年には、早くも TD-LTE と車体に大書し

たクルマが街を走りまわっているのをテ

レビで見て驚いたことがある。 

国際標準の第 4 世代の規格である LTE
は、上りと下りの通信に周波数分割方式

(FDD)を使うが、TD-LTE は時分割方式

(TDD)を使う。TDD の方が周波数帯域の

利用効率などの面で優れているとともに、

特に中国移動にとっては、第 3 世代の

TD-SCDMA からの移行上有利なことが、

中国移動が TD-LTE を採用した理由だと

思われる。 
こうして、中国移動は 2011 年に

TD-LTE のテスト運用を始め、2013 年 12
月に正式サービスを開始した。 

 
ソフトバンクが飛びつく 

日本では、2007 年に総務省による新周

波数帯域の割り当てが行われ、NTT ドコ

モ、KDDI、ソフトバンク、ウィルコムの

4 陣営が申請した。同年末に、WiMAX で

の使用を提案した KDDI 陣営と次世代

PHS(XGP)での使用を提案したウィルコ

ムが選ばれ、NTT ドコモとソフトバンク

の 2 陣営は選に漏れて涙を呑んだ。 
ところが、2009 年にウィルコムは経営

的に行き詰まり、2010 年にソフトバンク

が買収した。ソフトバンク陣営は、XGP
の計画を見直し、2011 年に AXGP という

通信方式で、ウィルコムから取得した周

波数帯域を使ってサービスを開始した。

AXGP という名前は XGP に似ているが、

実態は TD-LTE そのものである。ソフト

バンクは中国で 1 億人以上のユーザーが

見込まれる通信方式を採用して、通信設

備の調達や端末の品揃えの問題を解決し

た。 
  

クリアワイヤも採用 
米国のクリアワイヤは、2009 年から

WiMAX を使った無線通信サービスを米

国の主要都市で展開していた。ところが、

WiMAXの将来性については 2008年に本

コラムで指摘したような問題があり(1)、同

社は 2011 年に TD-LTE に切り替えるこ

とを発表した。 
米国第 3 位の通信事業者であるスプリ

ントは、クリアワイヤの WiMAX を使っ

たサービスを提供していたが、2013 年 7
月にクリアワイヤを完全に買収し、

TD-LTE のサービスを開始した。そして

同月、ソフトバンクがスプリントを買収
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し、クリアワイヤの TD-LTE 網も手中に

した。こうしてソフトバンクは日米両市

場で実質的に TD-LTE 網を獲得した。 
ソフトバンクによるウィルコム、スプ

リントの買収の背景には、両社のネット

ワークが容易に TD-LTE に切り替えられ

るとの判断、TD-LTE が中国だけでなく

全世界で普及するとの読みがあったので

はないかと思われる。 
 

胸を撫で下ろした KDDI 
前述のように、KDDI 陣営は 2007 年に

総務省から新周波数帯域の割り当てを受

け、2009 年から WiMAX の正式サービス

を開始した。しかし、その後 WiMAX の

将来性が世界中で疑問視されだし、困惑

していたのではないかと思われる。 
ところが、2012 年に WiMAX フォーラ

ム自身が白旗を挙げ、WiMAX2.1 という

名称で事実上 TD-LTE を取り込むことに

した。これには KDDI 陣営の働きかけも

あったようだ。同陣営は、直ちに

WiMAX2.1 を WiMAX2+として採用する

と発表した(2)。 
 

非標準規格が標準規格に？ 
英文ウィキペディアに掲載されている

集計によると、2014 年 9 月現在、TD-LTE
のサービス実施が明確なのは 23 か国で、

33 の通信事業者である。そのうち 12 か

国はアジア、アフリカ諸国で、今後の高

成長が期待できるため、TD-LTE はさら

に増加すると思われる。 

開発途上国では、ラスト・ワン・マイ

ルの接続に WiMAX が使われている地域

が多く、その後継として TD-LTE が有力

な候補であることも、今後の増加が見込

まれる理由である。また、現在スマート

フォンのシェアがベスト 10 に入るメー

カーはすべて TD-LTE に対応済みで、端

末の品揃えの心配がないことも大きい。 

こういう状況から、中国だけの非標準

規格としてスタートした TD-LTE は、今

や(FDD)LTE と肩を並べる存在になりつ

つある。 

事実上の標準が確立しつつある世界に、

それと似て非なる規格で戦いを挑んで成

功した例はいまだかつてないように思う

が、TD-LTE は数少ない例外になるかも

しれない。 
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